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LV8714TASLDGEVK

デュアルステッパモータドライバ
モジュールソリューションキット
クイックスタートガイド

��

LV8714TASLDGEVBはオンセミコンダクターのモータドラ

イバ、LV8714TAを�いて2つのステッパモータ�を��に��
するために��されたモジュールです。

Arduino�Micro1)による��が �で、!"のベースボードに

%モジュールとArduino�Microを�み&わせれば、モータ��
(	の)*です。

GUIとオープンソースのAPI
-を.って、��、すぐにモ

ータを(すことができます。

��

•�VCCmax�=�18�V,�IOmax�= 1.5�A2)

(OUT_A−B、OUT_C−D、OUT_E−F、OUT_G−H、�それぞれ)
•�6～12 Vアプリケーションに4�(VCC = 4～16.5 V56)

•�789����≒ 0

•�Full step (2�:�)、Half step (1-2�:�)はもちろん、>�

VREF?@により、B�CDE4�F��の1/128を�える

1/256�Gが �

•�ユーザフレンドリーなGUIで�Lチェックができ、サンプルプ

ログラムの�*が �

さらに�しい�EのTUは↓のURLからご��ください

http://www.onsemi.jp/PowerSolutions/product.do?id=LV8714TA

��なもの

•�PC
56OS：Windows 10,�64 bit�
ArduinoIDE�1.8.4がインストールされていること3)

Administrator�( !")W#をもつユーザであること

•��$
ACアダプタ X@�Y：16～16.5 V

X@��：～6 A
コネクタ[\：センタープラス、]^= 2.1 mm、 �

>^= 5.5 mm
WSU120-1000�(TRIAD�Magnetics�)56

または%�_G`�$、a�&'

1) Arduino�/�GenuinoはArduino�AGの����です。
2) この��、��を	えるストレスは、デバイスにダメージを�える���があります。これらの�を	えた��は、デバイスの��
�を�ない、ダメージが�じたり、���に��を�ぼす���があります。
また� !"により、IOmax#$の��でもICが%&し、� が'(することがあります。

3) )なるバージョンでは,-に� しない.��があります。インストールされていない��は、Arduino IDE のインストール
を01してください。

www.onsemi.jp

EVAL BOARD USER’S MANUAL

�!1.!LV8714TASLDGEVB Board

�!2.!ONBB4AMGEVB Board with Arduino
Micro and LV8714TASLDGEVB Board

https://www.onsemi.jp/products/power-management/motor-drivers/motor-drivers-stepper/lv8714ta
http://www.onsemi.jp/
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モータドライバソリューションキットの"#

�!3.!

キットの$%

ハードウェア

• LV8714TASLDGEVB：モータドライバモジュール

• ONBB4AMGEVB：ベースボード

• Arduino Micro

• USBケーブル(Micro B-A)

• マイナスドライバ
• ステッパモータMDP-35A�(e%�(セイミツ�、

ステップ)＝ 7.5°、12 V / 300 mA) x 1g

ソフトウェア

h+リンクのi�サイトにj,している、

LV8714TASLDGEVK Software (Japanese)にkhのフ
ァイルがすべて]-されています。

http://www.onsemi.jp/PowerSolutions/evalBoard.do?id
=LV8714TASLDGEVK

�!4.!

・・・API34ライブラリ

・・・GUI8Arduinoプログラム

・・・APIインストール8ツール

・・・Arduino IDEインストーラー

・・・.NET Framework4.6.1の3<ファイル

・・・GUI Windows�インストーラー

・・・GUIおよび.NET Framework4.6.1のセットアップ>?ファイル

http://www.onsemi.jp/
https://www.onsemi.jp/support/evaluation-board/lv8714tasldgevk
https://www.onsemi.jp/support/evaluation-board/lv8714tasldgevk
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ソフトウェアのセットアップ
4nにダウンロードしたzipファイルをo,して、

pに?っているフォルダ

をPCのおrきなディレクトリにダウンロードして

ください。

(u：デスクトップ　またはライブラリ￥ドキュメ
ント)

ソフトウェアインストールの�れ

モータドライバソリューションキットをxLする
にあたっては、4nに/うy0があるLzです。

PCへのソフトウェアのインストールは3つの01
をh+2{で/います。�3はソフトウェアのイン
ストールをご4ください。

その|、GUIとArduinoを}5する6にGUIがモジ
ュールを��し、y0に~じて�したF/Wを7�8
に�き9みます。こちらについてはモジュールと

GUIの}5�2をご4ください。

�!5.!

ソフトウェアのインストール

Arduino IDE�のインストール、GUI�のインストー
ル、API �ライブラリのインストールの2に/いま

す。�3はkhをご4ください。

Arduino IDE (����) のインストール
khのLzはArduinoを��せずに/ってくださ

い。

1.i�ホームページからダウンロードした

ZIPファイル
(u：SLDGEVK_SOFTWARE_4.0.0.zip)に]-
の A r d u i n o I D E の イ ン ス ト ー ラ

を�/します。

:なるバージョンでは;�に�Lしない �
�がありますので、%バージョンを.�し、

アップデートもお�えください。

2.h+<=がX@されるので��する�&は�

「I Agree」を>�します。

3.h+は��するy0がありませんので �

「Next」を�してください。

http://www.onsemi.jp/
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4.インストールするディレクトリを�Gしま

�す。?に�Gするy0がなければそのまま

「Install」を�してください。

5. ArduinoIDEのインストールpに

h+5つのUSBドライバーのインストールがお

こなわれますので（2��）、いずれも「イ
ンストール」を�してください。

� Arduino USB Driver
� Genuino USB Driver
� libusb-win32
� Adafruit Industries LLCポート(COMとLPT)
� Linino ポート(COMとLPT)

6.h+Completed<=がBCされ、インストール

が)�となります。

GUIのインストール

1. のpの をダブルク

リックで�/し、khのようにインストール
LzをDめてください。

※すでにBGUI (ON_SLDGEVK_GUI)がインス
トールされていて、4�GUIをインストー
ルする�&などは、��GUIのアンインス
トールを/うy0はありません。
�いバージョンのGUIをインストールする
�&は��GUIのアンインストールを/っ
てください。

2. NET Framework4.6.1またはそれkEのバージ

ョンがインストールされていない�&はhの

ダイアログがBCされますので「��する」

を�してください。

(インストールが�0の�&は③へ)

インストールが�まります。

(このインストールには-Fかかります)

http://www.onsemi.jp/
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.NET Frameworkのインストール)�|、hのダイア

ログがBCされた�&は、「はい」を>�し、�F

�|に をダブルクリックしてGUIのイ
ンストールを�,してください。

3. GUIのインストールを/います。

「Gへ」を�してください。

4.インストールするフォルダを�Gします。

?に�Gがなければこのまま「Gへ」を�し

てください。

「Gへ」を�してください。

ユーザアカウント��のアラートがダイアログBC
されますので、「はい」を>�してください。

http://www.onsemi.jp/
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h+<=がBCされます。インストールは*�で

す。

h+のように、デスクトップにGUIショートカット
アイコンがL*され、Windowsスタートメニューに

プログラムがH�されたことを��してください。

デスクトップショートカット

スタートメニュー

API ライブラリのインストール

をダブルクリックし、APIコ
ピーツールをF�してください。

Library Copyボタンを�hし、APIライブラリをイ
ンストールします。

khのI�で「はい」を>�すると、��のAPI
ライブラリは��きされますので、y0に~じてバ

ックアップを�ってください。

API�ライブラリは�に4�のバージョンをインス

トールすることを56しますが、インストールした

くないライブラリがある�&はチェックを>してh
さい。

このLzによって、APIライブラリとモータドラ

イバGUI �F/W (Arduinoスケッチ)がkhにインス

トールされます。

APIライブラリ：Documents\Arduino\libraries
モータドライバGUI �F/W：

Documents\Arduino\OnSemiconductor\inos

http://www.onsemi.jp/
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1. ソフトウェアバージョンの��)�

1.ファイル¡
ダウンロードするソフトウェアパッケージのファ
イル¡の¢£にバージョンをCす-¤が!�されて

います。

u) SLDGEVK_SOFTWARE_4.0.0.ZIP
ただし、�いリリースではバージョンをCす-¤が

!いていません。

2. GUI�をF�し、[Help] → [About]�をクリック
してください。ポップアップウィンドウがJ
れ、バージョンを��することができます。

モジュールとGUIの��	


GUIを.って、モータを��できるようにするに

はArduinoに�き9まれているF/W*)によって、kh
の4つのケースにFかれます。

1.nめてソリューションキットを.う�&･･･
ケース1

2. ArduinoにモータドライバGUI �F/Wが�き

9まれている�&
♦�F/W のバージョンが�く GUI�が¥~しない･･･

ケース2
�にソリューションキットを.われていて、

GUIバージョン3.0.0k¦のモータドライバGUI
 �F/WをArduinoに�き9んでいる�&など

♦�F/W�が¥~するモジュールとベースボードに§

されているモジュールのLMが�¨N･･･ケー
ス3
GUI 4.0.0kEのモータドライバGUI �F/Wを
Arduinoに�き9んでいるが、モジュールを©

しªえたため、F/Wの¥~しているモジュール

と、ベースボードに§されているモジュールが

¨Nしなくなった�&など

♦�ベースボードに§されているモジュールに�&
する F/W�が�き9んである･･･ケース4
ソリューションキットを PC�に}5し、Connect
�ボタンを�すだけで GUI�からモータを��で

きるようになります。

*Firmware (ファームウェア)のB。この��、Arduino8スケッチ・プログラム(CDE：.ino)でGかれているプログラムがArduinoに
GきHまれたものをIす。

http://www.onsemi.jp/
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�めてソリューションキットを う"#

nめてソリューションキットを.われる�&はこ

ちらの�2をおOしください。

�!6.!

http://www.onsemi.jp/
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Arduino$にモータドライバ��F/W$がき�まれて

いる"#

F/W�のバージョンが�く GUI�が¥~しない

�にソリューションキットを.われていて、3.0.0�
k¦の�モータドライバ GUI� � F/W�を Arduino�に
�き9んでいる�&などはこちらの�2をおOしく

ださい。

�!7.!

http://www.onsemi.jp/
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F/W�が¥~するモジュールとベースボードに§さ

れているモジュールのLMが�¨N

�!8.!

http://www.onsemi.jp/
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ハードウェアのセットアップ

1. ONBB4AMGEVB (kh、ベースボード)に
LV8714TASLDGEVB (kh、モータドライバ

モジュール)を}5します。ピンヘッダが¬が

らないよう、P�しながらまで©し9んで

hさい。

2. Arduino/Genuino Micro (kh、Arduino)を®の

ように}5します。�ベースボード¯°に±か

れている、『��USB』をQ²に³きを�Rえ

ないように}5してhさい。

1

2

3.モータSの´TのUVを5 mm～10 mmWµむ
き、khのBを·XにOUT_A/B/C/D (CN5)、
OUT_E/F/G/H (CN7)に§?しマイナスドライ
バでしっかり¸Gしてhさい。

CN5 CN7

OUT_A J OUT_E J

OUT_B K OUT_F K

OUT_C L OUT_G L

OUT_D M OUT_H M

�!9.!リファレンスモータの��,

L

M

J K

(·X：;しく}5されていない�&はモータ

が(らないか、(Y¹³が?れªわるだけ�

で、ºZの»¼にはなりません。)

http://www.onsemi.jp/
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4. ArduinoをUSBケーブルでPCに}5してhさ

い。

5. DCジャックにACアダプタを§?してくださ

い。このとき、ACアダプタはセンタープラス

タイプであること、����が4～16.5 V��
であることを��してください。

CN6

CN5

CN73

4

5

ACアダプタの¾わりに�$ケーブルを.�す

る�&はCN6に�$ケーブル＋/－を}5して

hさい。

��ケーブルは＋/－の��を	
わないでく

ださい。(VCC = ＋, GND = －)

GUIの�/��

�!10.!

1
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3
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http://www.onsemi.jp/
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1. GUIショートカットアイコンをダブルクリッ
クしてGUIをF�し、COM}5をします

コンボボックスのドロップダウンxLでJ¿
.� �なCOMがBCされます。

Arduinoが}5されている�&、�®の]り
「Arduino Micro (COMx)」とBCされますの

でそちらを>�し、「Connect」を�hしてく

ださい

2. ArduinoにLV8714のGUI�Arduinoプログラム
が�き9みされている�&は7�でLV8714の
タブにÀりªわります

3.チップイネーブル8�の�Gをします。

チップイネーブル8�とはLV8714の
78/�LモードをÀりªえる8�です。

「Operation」…�Lモード

「Standby」…78モード

4.:�¹Áと(Y¹³を�Gします

Excitation (-	)/) 1ステップの;
�

Full step ステップN

Half step ステップNのOP

Quarter step ステップNの1/4

1/16 step ステップNの1/16

1/64 step ステップNの1/64

1/128 step ステップNの1/128

Direction（(Y¹³）：
>CW…9�(り
>CCW…Â9�(り

※(Y¹³はモータSの}5の[¹によって
:なります

5.X@モータ��の�Gをします。

スライダもしくはÃ°のBoxの-¤をxLす

ることでX@��を⑩による�#¤(¯°の

Box)の^Ä]で�Gできます。

�G¤は0.01 AÅみですが、Arduinoの[\�

�、_µには#`があります。

※aち�げ9にリファレンスモータおよび
56アダプタに&わせたX@��0.3 [A]が
�Gされており、�bÆで.�する�&は
Çめて�Gするy0はありません。

6. ステップ)を�Gします

)µを>�した|、Setボタンを�hしてください。

Setボタンを�hしないと�Gされません。

※ステップ)はモータによって:なります。!"の
リファレンスモータを.�する�&は7.5°に�G
してください。

ステップ)を�Gすることで、Motor Speedの�

「rpm」とTransfer Unitの「Degrees」が>� �にな

ります

http://www.onsemi.jp/
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7.(Ycµをstep/sまたはrpm�Èで�Gします

step/s (= pps)：モータD/��ÉÊのËd-

rpm：1Fあたりのモータの(Y-

step/sとrpmの
Ìはkhの�eÁでBされます。)

(eq. 1)

rpm �
(StepN [°]) � (step�s) � 60 [s]

360 [°]
� (QRST)

�eÁの「:�¹Á」にはkhの-¤を¾?します。

Full step 1

Half step 1/2

Quarter step 1/4

1/16 step 1/16

1/64 step 1/64

1/256 step 1/256

u)リファレンスモータ(ステップ)= 7.5°)を
1/16 step、160 step/sで��したときのrpm

(eq. 2)

7.5 � 160 � 60

360
�

1

16
� 12.5 [rpm]

またstep/sはGUI�では0.1Åみで?@できますが、ソ

フトの[\�、�/ �なstep/sはkhのÁでBされ

ます。

(eq. 3)
step�s �

1

100 [�s] � n � 4
� (QRST)

Half stepの�&のみ、nはÍ-となります。

n�=�1 (Half stepの�&はn�=�2)�のときの¤がÎ:�¹
Áにおける4Ï¤となります。

ただし、ステッパモータはÐ�cをf�とし、4�
(Ycµを�えるcさの��ÉÊには;しく(Yで

きず、Ñgしたり、Ò�したりします。

これらにより、!"のリファレンスモータ(hi
j)、56ACアダプタ(12�V�/�1�A)を.�する�&は

hのBを·Xに(Ycµを�Gしてください。

Full Step 1~360 step/s 2~U450 rpm

Half Step 1~720 step/s 1~U450 rpm

Quarter Step 1~1440 step/s 1~U450 rpm

1/16 step 1~4992 step/s 1~U390 rpm

1/64 step 1~9984 step/s 1~U200 rpm

1/256 step 1~10000 step/s 1~U49 rpm

また、リファレンスモータの?�により、

Quarter stepk�の:�¹Áで��しても、Ó7より

もÏきな)µで(YするkÔがあります。

8.��ÉÊlÉÓ�の�Èと¤を�Gします

�GÕÖをmnすると��ÉÊのlÉをÑg
します。

このときモータはÑgし、トルクを×Øしま

す。モータには��が�れ5けますのでop
にP�がy0です。

]�をgめるときはFreeボタンを�hしてく

ださい。

Ù�のタイミングでモータをÑgしたい�&
は、0 (Infinity)を>�してください。

u1：モータを10��(Yさせる�&
Transfer Unit = Seconds
Transfer Time = 10 [seconds]

u2：モータÈqを100ステップF�`させる�&
Transfer Unit = Steps
Transfer Step = 100 [steps]

u3：モータを180µ(Yさせる�&

Transfer Unit = Degree
Transfer Angle = 180 [degrees]

9. Startボタンを�hするとモータが(Yします

モータ(Ypに、

Output Current (X@モータ��)
Excitation (:�¹Á)
Motor Speed ((Ycµ)
を��する�&は、Î�G¤を��|に

Startボタンを�hするとÂÚされます。

http://www.onsemi.jp/
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Direction ((Y¹³)の��は¨ÛHoldボタン
でモータをÑgさせてから、�G¤を��
し、Startボタンを�hしてモータを�F�す

ることを56します。

Holdボタンを�hするとモータがÑgし、�ト

ルクを×Øして、モータrを¸Gします。

Freeボタンを�hするとモータがÑgし、!ト

ルクをÜい、>@によって7sに�きます。

モータに[ÝをさせたままÈqを×ちたい�
"や、モータを¨9Ñgし、�じÈqから�
F�したい�&はHoldボタンを%してくださ
い。

このとき、モータには��が�れ5けますの

でopにP�がy0です。

10..�する�$、モータの[\を?@します。

Supply Voltage�…�$Þt�Y
MAX Supply Current�…4Ï�$��
Motor Rated Current�…モータGß��
Motor�Winding�Resistance�…モータコイルàá
Max Output Current Setボタン：
>�+4つの�G¤から4ÏX@��を�e
>し、⑤X@モータ��の�G^Äに�#が

>かかり、より_âなモータ��が/えます。

11. 2つのモータを�9に��,�、Ñgすると

きに.�します。

Start：2つのモータを�9に��,�する�&

または�Gを�9に��する6に.�します。

Hold：2つのモータを�9にÑgするときに

.�します。ã々に��,�した�&でもä
åです。このときトルクを×Øして、モータ
rを¸Gします。

Free：2つのモータを�9にÑgするときに.

�します。このときモータはトルクをÜい、

>@によって7sに�きます。

12.�Y¤uみ�り8�
13. GUIvwÀりªえ

14. GUIツールチップBC
15. Help8�

16. Option8�
について、�しくはGUI8�xyを·zして

ください。

17. GUIの{�
GUIの{�は、<=¯hのExitボタン�h、ま

たは<=��メニューバーのExitのクリック
で/えます。

いずれかのxLを/うとh+のポップアップメッセ
ージがBCされます。

「はい」を>�するとGUIが{�します。

「いいえ」を>�するとGUIは{�せず、メイン<
=にæります。

モータの(Ypに{�すると、GUIがモータをç�
8にÑgしてからウインドウを|じます。

18. GUIログの×�
19. GUIログの�è
20.プログラム�*

については、G}GUIログのé�¹~を·z
してください。

http://www.onsemi.jp/
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GUIログの2���

GUIxLでシリアルlÉを/う6、APIをどのよう

な�-でF�したのかログ<=にBCする8�をä
します。

�!11.!

i. >?ログ

i. ステップNのセット

ii. StartボタンW$

iii. Hold ボタンW$

iv. FreeボタンW$

iii. >?ログ

iv. >?ログ

ii. >?ログ

18 1920

18. GUIログの×�

SAVE�(×�)ボタンを�hすると、J¿BCさ

れているLzログをtxtファイルまたはcsvファ
イルに×�できます。

http://www.onsemi.jp/
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19. GUIログの�è
CLEAR�(�è)ボタンを�hすると、J¿BC
されているLzログを�èします。

20.プログラム�*
Generate�Program�(プログラム�*)ボタンを�
hすると、ログにBCされたAPI�/ログを
Arduinoでそのままé�できるプログラム(.ino
ファイル)としてX@できます。

X@された.inoファイルをArduinoに�き9む
ことで、GUIxLした�2どおりにArduinoに
7��/(スタンドアローン�L)させること

が �です。

Arduinoプログラム�*8�の�3は、xy�
êArduinoプログラム7��*を·zしてくだ

さい。

��<

·!GUI>��

(8�タイトルの�Êはクイックスタートガイドの

「GUIのxL¹~」でCした�Êと¨Nしています)
12. LV8714 VREFTì�YおよびA3, A4, A5>�
?@�Yを�ります。

ドロップダウンリストからVREFまたはAxを
>�し、READボタンを�hするとピンクの

�に�Y¤がBCされます。

VREF1,�2�…Motor1X@モータ��í��Y
VREF3,�4�…Motor2X@モータ��í��Y
>5.X@モータ���Gのí�となる�Yを
>BCします。

(eq. 4)

VREF [V]

3
� �XYモータ��

4000
� � 1.5 [k�]

>X@モータ��を0.30Aに�Gした�&、

(eq. 5)� 0.3375 [V]

VREF [V] �
0.30 [A]

4000
� 1.5 [k�] � 3

>となり、この�î¤をBCします。

VREFTì�Yの�G �な4ï¤は0.2 V
¦|(��¤ðe：�0.18 A)、4Ï¤は�

>1.5 V (��¤ðe：�1.3 A)です。

A3, A4, A5はオープンとなっていますので、

Base boardのCN8のÎTìにÙ�のÉÊSを}
5することで、そのÉÊ�YレベルをBCす

ることができます。

(A2はVREF3, 4に}5してあるため、.��
g)

13. GUIvwÀりªえ

Ã�のメニューにより、BCvwのÀりªえ

が/えます。

vwが��される¥�はタブエリアk>で、

ツールチップ(|�)とログ<=となります。

タブエリアは[\]^が

されません (_\`abc)

http://www.onsemi.jp/
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14. GUIツールチップBC
%GUIツールは<=xLにより、USBシリア
ルにlÉを/い、Arduino]のAPIを�/させ

ます。

<=xLをすると、どのAPIを�/すること

になるのかツールチップにてヒントをBCす

る8�をäしています。

ツールチップのBCはメニューxLで

ON/OFFÀりªえが �です。

15. Help8�
Helpメニューより、GUI、APIのバージョンT
U、シリアル]Éの�3が��できます。

About>�9はh+のダイアログがBCされ

ます。

def

GUIバージョン

APIバージョン

SerialPort>�9はh+のダイアログにより、

シリアル]Éのó0がBCされます。

16. Option8�
24.Arduinoプログラム7��*におけるファ

イル×�ダイアログのBCする�Ôを�Gし

ます。

*ghのスクリーンキャプチャはj�kのものを`lしています
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WorkingDirectory>�|、h+のダイアログが

BCされます。

>�したディレクトリがファイル×�´ダイアログ
としてnめにBCされます。

20. Arduinoプログラム7��*
Arduinoプログラム7��*8�をé�してユ
ーザのGUIxLによるAPI の�/ログを
Arduinoでé�できるプログラム(.inoファイ
ル)としてX@することが �です。

X@された.inoファイルをArduinoに�き9む
ことで、ユーザがGUIxLした�2どおりに

Arduinoをスタンドアローン�Lさせることが

 �です。

1) Arduinoプログラムの�*と�き9み

「プログラム�*(Generate Program)」を�
hし、ファイル×�ダイアログを,いてく

ださい。

Ù�のディレクトリを>�し、「×�」を
�hしてください。

(u：デスクトップ または

>>��ライブラリ￥ドキュメント)

はGUIxLする6に

.�するプログラムですので、このファイ
ルとはãファイルに×�してください

×�されたArduinoプログラムをダブルクリ
ックし、ArduinoIDEをaち�げます。

Arduinoに¥して、GUIとArduinoIDEを,-
に��することはできません。

Arduinoプログラムを�き9む�&は、GUI
を�3するか、GUIの「67(Disconnect)」
を%9してから、ArduinoIDEの;を�め

てください。

2)�*されたArduinoプログラムのé�¹~
�*されるプログラムのモータ�Lに
�
する
-の|には、 
『While(Lib.checkRotating()){Lib.setDelay(1);}
※』が§?されます。

※While(Lib.checkRotating()){Lib.setDelay(1);}
:モータの��9�をh+motorRotationDeg()
のô-より7�で�eする

*ghのスクリーンキャプチャはj�kのものを`lしています
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[インターバル9�の��u]

→ Note

NOTE: このdelay�Gにより、プログラム�

き9み)�|、プログラム�き9み

�みの�&はUSB}5|、または

Arduinoのリセットボタン�h|、2
�mnしてからコマンドD/しま

す。

(9��õ �)

L*したArduinoプログラムをArduinoに�き

9む¹~については「Arduinoプログラムのコ

ンパイル・Arduinoへの�き9み」を·zして

ください。

Arduino IDEによる4�ファイルのインストール

APIライブラリのインクルード

khのLzは�Arduino Microを}5せずに/ってく

ださい。

1. をダブルクリックし

て、ArduinoIDEをaち�げます。

(ArduinoIDEのインストール¹~はArduino �
IDE (,obÆ)�のインストールを·zしてく

ださい)

その6nめてaち�げる9にはh+のメッセ
ージがでますので「OK」を>�します。

2. APIライブラリのインクルードを/います。

h®のように、

「スケッチ→ライブラリをインクルード→
.ZIP÷Áのライブラリをインストール…」を

>�してください。

ダイアログがBCされるので、

API
-ライブラリ「LV8548_APILibrary」をh®の

ように>�して「,く」ボタンを�してください。

(ダブルクリックすると、;しくインクルードできま

せん)

このLzは、API
-ライブラリを��する�&な

どを�き、�り�し�/するy0はありません。

Arduinoプログラムのコンパイル
・Arduinoへのき�み

1. 「ツール→ボード」でh®のようにArduino/
Genuino Microを�Gします

*ghのスクリーンキャプチャはj�kのものを`lしています
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2. 「スケッチ→ø�・コンパイル」を�/して

ください。

エラーがhければ「コンパイルが)�しました」と

BCされ*�となります.

3. PcとArduinoをUSBケーブルで}5します

}5したシリアルポートを��し、h®のよ
うにチェックを?れます。

4. 「スケッチ→マイコンボードに�き9む」か

→ �を�してArduinoにプログラムを�き9み

ます。

�き9みの�pでArduino Micro bootloaderがインス
トールされます

;�に�き9めた�&は

「ボードへの�き9みが)�しました。」

がBCされます。

Arduinoに�き9んだプログラムは、�きðえない#
り�えることはありません。

プログラムの�き9みにÜùした�&は、¦ページ
①ボード¡の��、③シリアルポートの}5��を
/ってください。

Arduinoプログラムのき�え

khの①②にあてはまる�&は¦}でArduinoに�
き9んだプログラムを�きðえるy0があります。

1. API
-ライブラリを��する�&

1)��API
-ライブラリのú�
MyDocument \Arduino\ l ib rar iesを,き

LV8714_APILibraryフォルダをú�してく

ださい。

2) API
-ライブラリのインクルード

4��のAPI
-ライブラリをPCのおrき

なディレクトリに×�してください。

(P3�「ソフトウェアのセットアップ」·z
)
×�した4��のAPI
-ライブラリをイ
ンクルードしてください。

(P20「APIライブラリのインクルード」·

z)

*ghのスクリーンキャプチャはj�kのものを`lしています
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3) Arduinoプログラムのコンパイル・Arduino
への�き9み

(P20「Arduinoプログラムのコンパイル・
Arduinoへの�き9み」·z)

2.ûのモジュールのテストを/う�&
(すでにûのモジュールに¥~したAPI
-ラ
イブラリがインクルードされている�&)

�+①の3) Arduinoプログラムのコンパイル・
Arduinoへの�き9み

を/ってください。

ただしûのモジュールを�めてテストする�
&はそれぞれのマニュアルにCってxLして

ください。

Arduino IDEやGUIとの��に=>したときは

• プログラムのコンパイルにÜùした�&

IDEのボード、シリアルポートを��

プログラムファイルに¥~したAPIファイルがイ

ンストールされているかを��

• プログラムの�き9みにÜùした�&

USBケーブルをüき©しする

USBケーブルをPCのãの©9みに}5

GUIがコネクト�ýでないことを��

• GUIがコネクトできない�&

GUIを�F�
USBケーブルをüき©しする

USBケーブルをPCのãの©9みに}5

*ghのスクリーンキャプチャはj�kのものを`lしています
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ボード>�?(1/2)

�!12.!LV8714TASLDGEVB モジュール;�,
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� 1. LV8714TAモータドライバモジュール@�A�

�A

�B C� �AD E �%F サイズ メーカ �AD

IC1 1 モータドライバIC − − TQFP48 オン
セミコンダクター

LV8714TA

IC2 1 オペアンプ − − WQFN10 オン
セミコンダクター

MC34072AMTTBG

IC3 1 デジタル
ポテンショメータ

− − TSSOP24 オン
セミコンダクター

CAT5251YI−00−T2

R1−4 4 チップqr 1.5 k�, 0.1 W ±5% 1005 (0402) KOA RK73B1ETT*152J

R5, R6 2 チップqr 100 k�, 0.1 W ±5% 1005 (0402) KOA RK73B1ETT*104J

R7 1 チップqr 100 k�, 0.1 W ±5% 1005 (0402) KOA RK73B1ETT*104J

R8 1 チップqr 33 k�, 0.1 W ±5% 1005 (0402) KOA RK73B1ETT*333J

R9, R10,
R11

3 チップqr TBD ±5% 1005 (0402) − −

C1 1 チップコンデンサ 0.1 �F, 35 V ±10% 0603 (0201) std u GRM033R6YA104KE14#

C3, C4 2 チップコンデンサ 0.1 �F, 35 V ±10% 0603 (0201) std u GRM033R6YA104KE14#

C5, C6 2 チップコンデンサ 0.1 �F, 35 V ±10% 0603 (0201) std u GRM033R6YA104KE14#

C7, C8 2 チップコンデンサ 4.7 �F, 35 V ±10% 1608 (0603) std u GRM188R6YA475KE15#

CN1A,
1B

1 ジャンパー 12 pins x 2 − 30.48 x 5.08 Wurth Electronik 61302421121

CN2 1 �wコンデンサ 12 pins − 30.48 x 2.54 Wurth Electronik 61301211121

PCB 1 PCB 30.48 x 20.32

LxでlしたheはdeXyzには>{していません。

http://www.onsemi.jp/


LV8714TASLDGEVK

www.onsemi.jp
25

ボード>�? (2/2)

�!13.!ONBB4AMGEVB ベースボード;�,
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� 2. ベースボード@�A�

�A

�B C� �AD E �%F サイズ メーカ �AD

D1 1 ダイオード − − SOD123 ON Semiconductor MBR230LSFT1G

CN1, 2 2 Arduino Micro8
コネクタ

− − Φ1.02 x 17 −2.54 pitch }~�� FSS−41085−17

CN3 1 モジュール8
コネクタ

− − Φ1.02 x12 x 2 lines
−2.54 pitch

Wurth Electronik 61302421821

CN4 1 モジュール8
コネクタ

− − Φ1.02 x 12 −2.54 pitch Wurth Electronik 61301211821

CN5,
7, 8

3 モータ��8
コネクタ

− − Φ1.1 x 4 −3.5 pitch Wurth Electronik 691243110004

CN6 1 ����8
コネクタ

− − Φ1.1 x 2 −3.5 pitch Wurth Electronik 691214110002S

J1 1 DCジャック − − 9.0 x 14.5 Wurth Electronik 694106301002

J2 1 UART8
ピンヘッダ

− − Φ1.1 x 4 −2.54 pitch Wurth Electronik 61300411121

C1 1 �wコンデンサ 100 �F, 50 V ±10% − Wurth Electronik 860020674015

PCB 1 PCB − − 80 x 60

ベースボードの¾わりに7Líþなどを.�する
�&はVCC－GNDTì�にyずC1�Bの��コンデ

ンサを�qしてください。��qはモジュールの�
�、ºZの»¼となります。
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ADDITIONAL INFORMATION
TECHNICAL PUBLICATIONS:
Technical Library: www.onsemi.com/design/resources/technical−documentation
onsemi Website: www.onsemi.com

ONLINE SUPPORT: www.onsemi.com/support
For additional information, please contact your local Sales Representative at
www.onsemi.com/support/sales

onsemi,  , and other names, marks, and brands are registered and/or common law trademarks of Semiconductor Components Industries, LLC dba “onsemi” or its affiliates
and/or subsidiaries in the United States and/or other countries. onsemi owns the rights to a number of patents, trademarks, copyrights, trade secrets, and other intellectual property. A
listing of onsemi’s product/patent coverage may be accessed at www.onsemi.com/site/pdf/Patent−Marking.pdf. onsemi is an Equal Opportunity/Affirmative Action Employer. This
literature is subject to all applicable copyright laws and is not for resale in any manner.

The evaluation board/kit (research and development board/kit) (hereinafter the “board”) is not a finished product and is not available for sale to consumers. The board is only intended
for research, development, demonstration and evaluation purposes and will only be used in laboratory/development areas by persons with an engineering/technical training and familiar
with the risks associated with handling electrical/mechanical components, systems and subsystems. This person assumes full responsibility/liability for proper and safe handling. Any
other use, resale or redistribution for any other purpose is strictly prohibited.

THE BOARD IS PROVIDED BY ONSEMI TO YOU “AS IS” AND WITHOUT ANY REPRESENTATIONS OR WARRANTIES WHATSOEVER. WITHOUT LIMITING THE FOREGOING,
ONSEMI (AND ITS LICENSORS/SUPPLIERS) HEREBY DISCLAIMS ANY AND ALL REPRESENTATIONS AND WARRANTIES IN RELATION TO THE BOARD, ANY
MODIFICATIONS, OR THIS AGREEMENT, WHETHER EXPRESS, IMPLIED, STATUTORY OR OTHERWISE, INCLUDING WITHOUT LIMITATION ANY AND ALL
REPRESENTATIONS AND WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE, TITLE, NON−INFRINGEMENT, AND THOSE ARISING FROM A
COURSE OF DEALING, TRADE USAGE, TRADE CUSTOM OR TRADE PRACTICE.

onsemi reserves the right to make changes without further notice to any board.

You are responsible for determining whether the board will be suitable for your intended use or application or will achieve your intended results. Prior to using or distributing any systems
that have been evaluated, designed or tested using the board, you agree to test and validate your design to confirm the functionality for your application. Any technical, applications or
design information or advice, quality characterization, reliability data or other services provided by onsemi shall not constitute any representation or warranty by onsemi, and no additional
obligations or liabilities shall arise from onsemi having provided such information or services.

onsemi products including the boards are not designed, intended, or authorized for use in life support systems, or any FDA Class 3 medical devices or medical devices with a similar
or equivalent classification in a foreign jurisdiction, or any devices intended for implantation in the human body. You agree to indemnify, defend and hold harmless onsemi, its directors,
officers, employees, representatives, agents, subsidiaries, affiliates, distributors, and assigns, against any and all liabilities, losses, costs, damages, judgments, and expenses, arising
out of any claim, demand, investigation, lawsuit, regulatory action or cause of action arising out of or associated with any unauthorized use, even if such claim alleges that onsemi was
negligent regarding the design or manufacture of any products and/or the board.

This evaluation board/kit does not fall within the scope of the European Union directives regarding electromagnetic compatibility, restricted substances (RoHS), recycling (WEEE), FCC,
CE or UL, and may not meet the technical requirements of these or other related directives.

FCC WARNING – This evaluation board/kit is intended for use for engineering development, demonstration, or evaluation purposes only and is not considered by onsemi to be a finished
end product fit for general consumer use. It may generate, use, or radiate radio frequency energy and has not been tested for compliance with the limits of computing devices pursuant
to part 15 of FCC rules, which are designed to provide reasonable protection against radio frequency interference. Operation of this equipment may cause interference with radio
communications, in which case the user shall be responsible, at its expense, to take whatever measures may be required to correct this interference.

onsemi does not convey any license under its patent rights nor the rights of others.

LIMITATIONS OF LIABILITY: onsemi shall not be liable for any special, consequential, incidental, indirect or punitive damages, including, but not limited to the costs of requalification,
delay, loss of profits or goodwill, arising out of or in connection with the board, even if onsemi is advised of the possibility of such damages. In no event shall onsemi’s aggregate liability
from any obligation arising out of or in connection with the board, under any theory of liability, exceed the purchase price paid for the board, if any.

The board is provided to you subject to the license and other terms per onsemi’s standard terms and conditions of sale. For more information and documentation, please visit
www.onsemi.com.
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